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（
一
）　

は
じ
め
に

『
平
家
物
語
』
は
、
源
平
合
戦
を
中
心
に
描
く
軍
記
物
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
物
語
中
に
は
合
戦
場
面
だ
け
で
は
な
く
、
盛
者
必
衰
、

因
果
応
報
観
、
無
常
観
な
ど
仏
教
的
側
面
を
描
く
場
面
や
、
小
督
説
話
の
よ
う
に
王
朝
文
学
的
場
面
な
ど
、
様
々
な
話
型
が
内
包
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
物
語
中
に
は
、
芸
能
に
関
す
る
説
話
も
多
く
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、

平
経
正
が
登
場
す
る
、
青
山
の
琵
琶
の
説
話
形
成
を
中
心
に
、『
平
家
物
語
』
の
説
話
生
成
の
手
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
（
二
）　

平
経
正
と
琵
琶

ま
ず
、『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
経
正
像
と
、
史
実
と
の
関
係
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

（
１
）

』に
は
、中
宮
徳
子
と
平
家
の
人
々
が
、仲
良
く
ふ
れ
あ
う
場
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
、経
正
た
ち
に
よ
っ

一
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て
、
楽
器
の
演
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

春
ご
ろ
、
宮
（
徳
子
）
の
西
八
条
（
清
盛
邸
）
に
出
で
さ
せ
た
ま
へ
り
し
ほ
ど
、
大
方
に
参
る
人
は
さ
る
こ
と
に
て
、
御
は
ら
か
ら
、

御
甥
た
ち
な
ど
、
み
な
番ば

ん

に
下
り
て
、
二
三
人
は
た
え
ず
候
は
れ
し
に
、
花
の
盛
り
に
、
月
明
か
り
し
夜
、「
あ
た
ら
夜
を
、
た
だ

に
や
明
か
さ
む
」
と
て
、
権

ご
ん
の

亮す
け

（
維
盛
）
朗
詠
し
、
笛
吹
き
、
経
正
琵
琶
弾
き
、
御
簾
の
内
に
も
琴
掻
き
合
せ
な
ど
、
お
も
し
ろ
く

遊
び
し
ほ
ど
に
、
内
よ
り
隆
房
の
少
将
の
御
文
持
ち
て
参
り
た
り
し
を
、（
以
下
省
略
）

こ
こ
で
は
、
中
宮
で
あ
っ
た
徳
子
を
囲
み
、
維
盛
、
経
正
を
中
心
に
、
平
家
の
公
達
た
ち
が
、
楽
を
奏
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
平
家
一
族
の
絶
頂
期
と
も
い
え
る
、
華
や
か
な
宴
の
場
面
で
あ
り
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。「
御
は
ら
か
ら
、
御
甥
た
ち

な
ど
、
み
な
番
に
下
り
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
平
家
の
縁
者
の
多
く
が
、
こ
の
場
に
居
合
わ
せ
、
賑
や
か
に
過
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
宮
徳
子
が
清
盛
邸
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
、
非
常
に
晴
れ
が
ま
し
い
場
面
で
、
維
盛
が
朗
詠
と
笛
を
担
当
し
、
経
正
が
琵
琶
を
弾
い
た

と
い
う
。
こ
こ
か
ら
も
、
や
は
り
、
一
族
の
中
で
も
経
正
は
、
琵
琶
の
名
手
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

【
系
図
一
】
平
家
関
係
系
図　

＊
（　

）
内
の
注
記
は
、
前
頁
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
お
い
て
担
当
し
た
音
楽
で
あ
る
。

二

忠
盛

清
盛

重
盛

維
盛（
笛
、
朗
詠
）

徳
子

資
盛

経
盛

経
正（
琵
琶
）

敦
盛
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【
系
図
一
】
に
平
家
関
係
系
図
を
示
し
た
が
、
経
正
と
徳
子
は
、
い
と
こ
関
係
に
あ
た
る
。『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
は
、
建
礼
門
院

徳
子
に
仕
え
た
女
房
の
和
歌
集
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
右
京
大
夫
は
、
資
盛
と
恋
人
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
平
家
に
関
す
る
記
述
は
、
信

憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
琵
琶
西
流
孝
道
の
記
し
た
『
残
夜
抄（

２
）』

に
は
、
経
正
を
「
い
み
じ
き
や
さ
し
き
す
き
人
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

つ
ね
ま
さ
経
正
と
く
〔
て
歟
〕
い
み
じ
き
や
さ
し
き
す
き
人
あ
り
き
。
そ
れ
が
し
う
と
め
に
て
。
能
登
あ
ま
と
い
ふ
こ
と
箏
び
は
琵
琶
の
上

手
あ
り
き
。（
以
下
省
略
）

こ
こ
で
は
、
経
正
の
し
ゅ
う
と
め
「
能
登
の
あ
ま
」
も
箏
と
琵
琶
の
名
手
の
「
上
手
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
尊
卑
分
脈
』
な
ど

に
も
、経
正
の
婚
姻
関
係
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
残
夜
抄
』
は
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
な
お
、「
能
登
の
あ
ま
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
る
。『
残
夜
抄
』
の
作
者
藤
原
孝
道
は
、
仁
安
元
（
一
一
六
六
）
年
か
ら
嘉
禎
三
（
一
二
三
七
）
年
に
、
生
存

し
た
人
物
で
あ
る
。
一
方
、
経
正
は
、
生
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
寿
永
三
（
一
一
八
四
）
年
、
一
の
谷
の
合
戦
で
討
ち
死
に
し
た
記
録
が

あ
る
。
経
正
の
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
孝
道
と
経
正
は
同
時
代
を
生
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
経
正
は
、
幼
少
期
に
、
仁
和

寺
覚
性
法
親
王
に
仕
え
、
琵
琶
の
名
手
と
し
て
名
高
か
っ
た
。
孝
道
も
、
琵
琶
西
流
の
者
で
あ
り
、
仁
和
寺
の
あ
た
り
に
居
住
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
両
者
の
間
に
琵
琶
を
介
し
て
、
交
流
が
あ
っ
た
可
能
性
も
見
逃
せ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
残
夜
抄
』

の
伝
承
も
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
経
正
は
琵
琶
を
た
し
な
み
、
中
宮
徳
子
の
前
で
も
演
奏
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
琵
琶
の
名
手
孝
道

に
「
い
み
じ
き
や
さ
し
き
す
き
人
」
と
評
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
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（
三
）「
延
慶
本
」
と
経
正
一
族

で
は
ま
ず
、
経
正
一
族
が
主
要
な
登
場
人
物
と
し
て
「
延
慶
本
」
に
登
場
す
る
箇
所
を
確
認
す
る

（
３
）

。

第
三
末　

廿
九　

薩
摩
守
道
ヨ
リ
返
テ
俊
成
卿
ニ
相
給
事

卅　
　

行
盛
ノ
歌
ヲ
定
家
卿
入
新
勅
撰
事　

卅
一　

経
正
仁
和
寺
五
宮
参
ズ
ル
事
付
青
山
ト
云
琵
琶
ノ
由
来
事

卅
二　

平
家
福
原
仁
一
夜
宿
事　

付
経
盛
ノ
事

第
五
本　

廿
五　

敦
盛
被
討
給
事　

敦
盛
頸
八
嶋
ヘ
送
事

こ
れ
ら
の
章
段
に
、
経
正
一
族
関
連
の
説
話
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
主
に
「
第
三
末　

卅
一　

経
正
仁
和
寺
五
宮
参
ズ
ル
事
付
青
山
ト
云
琵
琶
ノ
由
来
事
」
の
説
話
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
廿

九
に
は
、
薩
摩
守
忠
度
と
俊
成
の
和
歌
説
話
が
配
列
さ
れ
、
そ
の
後
卅
二
に
は
、
都
落
ち
し
福
原
に
落
ち
着
い
た
平
家
の
様
子
と
と
も
に
、

経
盛
が
笛
の
名
手
で
あ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
平
家
都
落
ち
に
際
し
て
、
秘
曲
を
伝
授
さ
れ
て
い
な
い
経

盛
の
弟
子
二
人
が
、
経
盛
と
と
も
に
都
を
離
れ
、
経
盛
か
ら
笛
の
秘
曲
を
授
か
る
芸
能
説
話
が
載
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
経
盛

の
笛
の
演
奏
記
録
は
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
弟
の
敦
盛
も
、「
第
五
本　

廿
五　

敦
盛
被
討
給
事　

敦
盛
頸
八
嶋
ヘ
送
事
」
敦
盛
最
期
の
場
面
で
篳
篥
を
吹
く
貴
公
子
と
し

て
描
か
れ
る
が
、
篳
篥
の
演
奏
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。「
覚
一
本
」
で
は
、
敦
盛
が
最
期
ま
で
持
っ
て
い
た
笛
は
、
小
枝
と
い
い
、

鳥
羽
院
―
忠
盛
―
経
盛
―
敦
盛
と
伝
承
し
た
と
記
さ
れ
、
由
緒
正
し
き
継
承
者
と
し
て
の
役
割
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
方
、
経
盛
は
歌
会
を
開
き
、『
千
載
集
』
な
ど
の
勅
撰
集
に
入
集
さ
れ
る
ほ
ど
、
和
歌
の
造
詣
は
深
か
っ
た
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』

四
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五

で
は
、
経
正
一
族
は
、
和
歌
的
側
面
よ
り
も
、
芸
能
的
側
面
に
着
目
さ
れ
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
四
）「
延
慶
本
」
に
お
け
る
経
正
説
話 

　
そ
れ
で
は
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
説
話
の
梗
概
を
確
認
す
る
。
梗
概
は
Ａ
～
Ｅ
の
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
。

延
慶
本
「
平
家
物
語
」
三
末
・
卅
一
経
正
仁
和
寺
五
宮
参
ズ
ル
事
付
青
山
ト
云
琵
琶
ノ
由
来
事

（
４
）

A
　
経
正
、
琵
琶
の
名
器
青
山
を
返
却
の
た
め
、
仁
和
寺
を
訪
れ
る
。　

経
正
は
幼
い
頃
か
ら
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
（
史
実
は
覚
性
法
親
王
）
に
伺
候
し
て
い
た
。
都
落
ち
に
際
し
、
昔
の
よ
し
み
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
仁
和
寺
を
訪
れ
た
。
経
正
は
鎧
直
垂
姿
で
あ
っ
た
が
、
守
覚
法
親
王
は
招
き
入
れ
る
。
経
正
は
青
山
の
琵
琶
を
、
手
放
し
た
く
は
な

か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
名
物
を
海
底
に
沈
め
る
の
は
惜
し
い
の
で
、
返
却
に
参
上
し
た
。

B
　
青
山
の
由
来

昔
、
藤
原
貞
敏
が
唐
に
渡
っ
て
、
琵
琶
の
博
士
・
簾
承
武
に
会
い
、
秘
曲
三
曲
を
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
に
、
青
山
の
緑
の
梢
か
ら
天

人
が
天
下
り
、
巧
み
に
袖
を
翻
し
て
舞
を
舞
っ
た
。
廉
承
武
は
こ
の
奇
瑞
に
驚
き
、
琵
琶
を
青
山
と
名
付
け
た
。

C
　
村
上
天
皇
の
奇
瑞

村
上
天
皇
の
時
代
（
九
四
六
～
九
六
七
年
在
位
）
に
、
帝
が
秋
の
夜
長
に
、
こ
の
琵
琶
で
万
秋
楽
を
お
弾
き
に
な
る
。
五
六
帖
の
秘
曲
に

さ
し
か
か
る
と
、
天
人
が
天
下
り
、
巧
み
に
舞
を
舞
い
、
瞬
時
に
戻
っ
て
い
く
奇
瑞
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
後
、
こ
の
琵
琶
は
凡
人
が
弾
く

こ
と
は
な
く
な
っ
た
の
で
、
代
々
の
帝
の
重
宝
と
な
っ
た
が
、
次
第
に
仁
和
寺
の
第
一
の
重
宝
と
な
っ
た
。
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六

D
　
経
正
の
奇
瑞

経
正
が
十
七
歳
の
と
き
、
宇
佐
宮
の
神
殿
で
海
青
（
生
）
楽
を
演
奏
し
た
。
す
る
と
神
明
が
納
受
し
、
天
童
と
な
り
現
れ
、
社
檀
で
舞
い

な
さ
る
。
経
正
は
こ
の
奇
瑞
を
拝
し
て
、
流
泉
の
曲
を
し
ば
ら
く
奏
で
た
の
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
は
皆
、
感
涙
の
涙
を
流
し
た
。

E
　
経
正
、
仁
和
寺
に
青
山
を
返
却
す
る
。

村
上
天
皇
の
時
代
か
ら
、
凡
人
は
こ
の
琵
琶
を
弾
く
こ
と
は
経
正
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
霊
物
な
の
で
、
経
正
は
身
に
か
え
て
も

惜
し
い
も
の
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
仁
和
寺
に
お
返
し
す
る
。
経
正
と
守
覚
法
親
王
は
和
歌
を
贈
答
し
、
別
れ
を
惜
し
む
。

こ
の
中
で
、
特
に
Ｂ
、
Ｃ
部
分
と
重
な
る
説
話
が
『
古
事
談
』『
十
訓
抄
』『
文
机
談
』
に
見
ら
れ
る
。
各
説
話
内
容
が
少
し
ず
つ
異
な

る
た
め
、
説
話
対
照
表
を
作
成
し
た
。
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【
説
話
対
照
表
】　

延
慶
本
Ｂ
Ｃ
部
分

七

「
延
慶
本
」

『
古
事
談
』

『
十
訓
抄
』

『
文
机
談
』

秘
曲
伝
授

（
誰
が
誰
に
伝
授
し
た
か
）

廉
承
武
が
貞
敏
に

廉
承
武
が
貞
敏
に

字
劉
二
郎
廉
承

武
が
貞
敏
に

廉
承
武
が
貞
敏
に

秘
曲

三
曲

授
け
残
し
た
曲
あ
り

授
け
残
し
た
曲
あ
り 

（
上
原
石
上 

流
泉
）

一
曲
残
す

（
上
原
石
上
流
泉
）

青
山
由
来

○

×

×

×

琵
琶
を
弾
く
人
物

村
上
天
皇

村
上
天
皇

村
上
天
皇

源
高
明

琵
琶
の
種
類

青
山

玄
上

玄
象
（
上
）

明
記
さ
れ
ず

奇
瑞
を
導
い
た
曲
名

万
秋
楽

五
帖
六
帖

×

×

×

奇
瑞

天
人
天
降
る

影
の
よ
う
な
者
が
空
か
ら

飛
ん
で
き
た

影
の
よ
う
な
者
が
空
か
ら

飛
ん
で
き
た

霊
鬼
や
木
霊

授
け
残
し
た
曲
の

伝
授

×

廉
承
武
霊
が

村
上
天
皇
に
伝
授

廉
承
武
霊
が

村
上
天
皇
に
伝
授

廉
承
武
霊
が

高
明
に
伝
授

表
に
掲
げ
た
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
「
延
慶
本
」
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
応
永
書
写
本
は
、
応
永
二
六
（
一
四
一
七
）

年
～
二
七
（
一
四
二
○
）
年
に
書
写
さ
れ
、そ
の
祖
本
は
、延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
～
三
（
一
三
一
〇
）
年
に
、書
写
さ
れ
て
い
る
。『
古

事
談
』
は
源
顕
兼
編
、
建
暦
二
（
一
二
一
二
）
年
～
建
保
三
（
一
二
一
五
）
年
の
間
に
成
立
し
て
い
る
。『
十
訓
抄
』
は
編
者
未
詳
、
建

長
四
（
一
二
五
二
）
年
に
成
立
し
て
い
る
。『
文
机
談
』
は
、
琵
琶
西
流
藤
原
孝
時
弟
子
、
文
机
房
隆
円
著
、
文
永
年
中
（
一
二
六
四
年

～
一
二
七
五
年
）
の
奥
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
（
一
二
八
三
年
）
の
記
述
も
あ
り
、
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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こ
の
対
照
表
か
ら
、『
古
事
談
』
と
『
十
訓
抄
』
は
、
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、「
琵
琶
を
弾
く
人
物
」
と
、「
授

け
残
し
た
曲
の
伝
授
者
」
が
、『
古
事
談
』『
十
訓
抄
』
で
は
村
上
天
皇
で
あ
る
の
に
対
し
、『
文
机
談
』
の
み
源
高
明
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
大
き
な
相
違
で
あ
り
、『
文
机
談
』
は
類
似
説
話
で
あ
る
が
、
異
な
る
伝
承
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
琵
琶
の
種
類
に
つ
い
て
も
、

『
古
事
談
』『
十
訓
抄
』
は
玄
上
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
文
机
談
』
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、『
文
机
談
』
が
、『
古
事
談
』『
十

訓
抄
』
と
の
関
連
性
が
少
し
低
い
と
推
察
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
。

当
該
説
話
に
関
し
て
、
水
原
一
氏
と
磯
水
絵
氏
が
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て
い
き
た
い
。

水
原
一
氏
は
『
延
慶
本
平
家
物
語
論
考

（
５
）

』
に
お
い
て
、『
平
家
物
語
』
諸
本
の
青
山
の
琵
琶
説
話
を
比
較
検
討
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
延
慶
本
で
は
前
出
し
て
い
る
村
上
帝
と
廉
承
武
の
話
を
語
り
物
系
は
こ
こ
に
置
き
、
村
上
帝
が
弾
い
て
い
た
琵
琶
は
玄
上
、
廉

承
武
は
御
前
に
あ
っ
た
青
山
を
弾
い
た
と
し
て
青
山
の
格
を
高
め
て
い
る
が
も
ち
ろ
ん
古
事
談
な
ど
を
基
点
と
す
る
説
話
を
利
用
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
延
慶
本
の
如
き
村
上
帝
の
弾
奏
に
天
人
が
出
現
し
た
事
へ
続
く
形
が
契
機
と
な
っ
た
に
相
違
な
い
。

名
演
奏
に
応
じ
て
故
人
・
霊
魂
・
天
人
等
が
感
動
し
出
現
す
る
の
は
説
話
に
数
多
い
事
で
、
先
後
・
影
響
関
係
を
整
理
す
る
の
は
不

可
能
に
近
い
が
、
語
り
物
系
の
青
山
説
話
が
延
慶
本
の
方
の
下
流
に
生
ま
れ
て
来
る
も
の
で
あ
る
事
は
断
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
水
原
氏
は
、
青
山
の
琵
琶
説
話
は
、『
古
事
談
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
本
説
話
が
生
成
さ
れ
た
と
し
つ
つ
も
、
先
後
・
影
響

関
係
を
整
理
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
と
指
摘
し
、
典
拠
を
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

続
い
て
、
磯
水
絵
氏
は
『
院
政
期
音
楽
説
話
の
研
究

（
６
）

』
に
お
い
て
、
平
経
正
と
琵
琶
や
仁
和
寺
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
藤
原
貞
敏
の
琵
琶
の
師
匠
が
、
劉
次
郎
と
廉
承
武
と
二
系
統
に
伝
承
が
別
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
説
話
を
整
理
さ
れ
、『
平
家
物
語
』
と
『
古
事
談
』
の
近
似
性
を
指
摘
し
た
う
え
で
、『
文
机
談
』
な
ど
の
他
の
説
話
と
の
関
係
を
、

慎
重
に
再
検
討
す
る
必
要
を
訴
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、『
平
家
物
語
』
青
山
の
琵
琶
説
話
は
、『
古
事
談
』
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
古

八
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事
談
』
の
み
を
典
拠
と
す
る
に
は
確
証
が
な
く
、
他
の
説
話
集
に
関
し
て
も
慎
重
に
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）　
「
延
慶
本
」
の
引
用
方
法　

―
『
宝
物
集
』
を
中
心
に
―  

山
田
昭
全
氏
は
『
平
家
物
語
と
仏
教

（
７
）

』
の
中
で
、「
延
慶
本
」
の
『
宝
物
集

（
８
）

』
引
用
方
法
を
、一　

直
接
引
用
、二　

構
想
引
用
、三　

翻
案
、

と
三
種
類
に
分
け
て
詳
細
に
論
考
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
を
検
証
し
て
『
宝
物
集
』
と
延
慶
本
の
親
密
な
関
係
を
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
は

か
る
も
の
は
一
見
す
る
と
第
一
の
タ
イ
プ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
第
一
よ
り
も
第
二
、
第
二
よ
り
も
第
三
の

タ
イ
プ
の
方
が
親
密
度
が
高
い
と
み
る
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
延
慶
本
が
『
宝
物
集
』
か
ら
三
つ
の
タ
イ
プ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
い
か
な
る
典
拠
よ
り
も
『
宝
物
集
』
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の

だ
と
思
う
。
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
、『
宝
物
集
』
が
存
在
し
な
か
っ
た
ら
延
慶
本
の
卒
塔
婆
流
し
、
あ
る
い
は
建
礼
門
院
の
六

道
巡
り
の
告
白
、
さ
ら
に
は
大
原
で
の
草
庵
生
活
の
描
写
な
ど
は
書
か
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
重
大
な
推
測
を
生
む
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
延
慶
本
「
平
家
物
語
」
の
『
宝
物
集
』
引
用
に
つ
い
て
、
三
タ
イ
プ
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、『
宝
物
集
』
の

影
響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
一
例
を
あ
げ
、「
延
慶
本
」
と
『
宝
物
集
』
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。『
宝

物
集
』
の
関
連
部
分
を
確
認
し
て
い
く

（
９
）

。
七
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
三　

愛
別
離
苦

鬼
界
島
に
侍
り
け
る
こ
ろ
、
い
ま
だ
生
き

た
る
よ
し
を
、
母
の
も
と
へ
申
つ
か
は
し
け

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
性
照

九
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さ
つ
ま
が
た
奥
の
小
島
に
我
あ
り
と
お
や
に
は
つ
げ
よ
八
重
の
塩
風

蘇
武
が
胡
国
に
ま
か
り
て
、
十
九
年
ま
で
ふ
る
さ
と
に
か
へ
ら
ざ
り
け
ん
も
、
都
は
こ
ひ
し
く
侍
り
け
ん
か
し
。
漢
王
、
上
林
苑
と

い
ふ
所
に
て
あ
そ
び
た
ま
ひ
け
る
に
、
雁
の
足
に
文
を
つ
け
た
り
け
る
を
見
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
蘇
武
が
文
な
り
け
り
。
い
ま
だ
い
き

て
あ
り
け
り
と
て
、
め
し
か
へ
さ
れ
に
け
り
。
雁が

ん

書し
ょ

の
事
、
歌
に
も
お
ほ
く
読
み
て
侍
る
め
り
。

紀
友
則

秋
風
に
初
か
り
が
ね
ぞ
聞
ゆ
な
る
誰
が
玉た

ま

章づ
さ

を
か
け
て
き
つ
ら
ん

藤
原
長
能

吾わ
ぎ
も妹

子こ

が
か
け
て
ま
つ
ら
ん
玉
章
を
か
き
つ
ら
ね
た
る
初
か
り
が
ね
の
こ
ゑ　

よ
み
人
し
ら
ず

玉
章
を
か
け
て
き
つ
れ
ど
か
り
が
ね
の
う
は
の
空
に
も
き
こ
ゆ
な
る
か
な

西
行
法
師

烏
羽
に
か
く
玉
章
の
心
ち
し
て
雁
な
き
わ
た
る
夕
や
み
の
空

七
巻
本
『
宝
物
集
』
巻
三
、
愛
別
離
苦
に
は
、
康
頼
が
鬼
界
島
で
母
に
つ
か
わ
し
た
と
す
る
「
さ
つ
ま
が
た
」
の
和
歌
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
蘇
武
譚
が
配
列
さ
れ
、
続
け
て
雁
書
に
ま
つ
わ
る
和
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
山
田
氏
は
こ
の
場
面
に
つ
い

て
、『
宝
物
集
』
に
お
い
て
、
康
頼
の
和
歌
と
蘇
武
譚
が
並
ん
で
配
列
さ
れ
た
の
は
偶
然
で
あ
る
が
、「
延
慶
本
」
編
者
は
積
極
的
に
こ
こ

を
ペ
ア
と
し
て
受
け
止
め
、
康
頼
の
こ
と
を
詳
し
く
記
述
し
よ
う
と
は
か
っ
た
と
考
察
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

「
延
慶
本
」
で
は
、
康
頼
と
成
経
の
も
と
に
楢
葉
が
散
り
、
そ
の
一
枚
に
「
帰
雁
二
」
と
虫
食
い
が
あ
っ
た
場
面
や
、
康
頼
が
、「
さ
つ

ま
が
た
…
…
」
な
ど
の
和
歌
を
卒
塔
婆
に
書
き
付
け
、
そ
れ
が
熊
野
新
宮
と
厳
島
神
社
に
流
れ
着
い
た
話
に
続
き
、
蘇
武
譚
が
続
く
。「
延

慶
本
」
は
明
ら
か
に
、『
宝
物
集
』
の
こ
の
場
面
か
ら
、
鬼
界
島
、「
さ
つ
ま
が
た
」
の
和
歌
、
雁
書
な
ど
モ
チ
ー
フ
を
選
び
、
物
語
を
編

集
し
直
し
て
い
る
と
い
え
る
。

一
〇
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こ
の
他
に
も
、『
宝
物
集
』
冒
頭
部
分
や
、
結
び
の
部
分
に
も
、「
延
慶
本
」
の
卒
塔
婆
流
譚
に
影
響
を
与
え
た
部
分
が
散
見
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
も
、「
延
慶
本
」
が
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を
引
用
す
る
様
子
が
、
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
あ
る
部
分
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
す
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
前
後
に
あ
る
説
話
も
「
延
慶
本
」
の
な
か
に
取
り
込
み
、
改
変
し
て
い
く
。
引
用
部
分
は
、
あ
る
一
部
分
だ
け
で
な
く
、

離
れ
た
場
所
に
あ
る
も
の
も
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
「
延
慶
本
」
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

（
六
）　
「
延
慶
本
」
青
山
の
琵
琶
説
話
と
『
古
事
談
』　

（
五
）で
確
認
し
た
、「
延
慶
本
」の
引
用
方
法
を
踏
ま
え
な
が
ら
、改
め
て
、「
延
慶
本
」と『
古
事
談
』の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。（
四
）

で
も
ふ
れ
た
と
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、『
古
事
談
』
二
十
一
話
と
、「
延
慶
本
」
青
山
の
琵
琶
説
話
の
近
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、『
古
事
談
』
二
十
一
話
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
後
の
説
話
に
も
着
目
し
、「
延
慶
本
」
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

『
古
事
談
』巻
六
・
一
八
話
か
ら
二
四
話
ま
で
の
本
文
を
掲
げ
る（

（1
（

。
下
線
部
以
下
に
は
、『
古
事
談
』と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る「
延
慶
本
」

の
章
段
を
記
し
た
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、（
四
）
青
山
の
琵
琶
説
話
梗
概
と
対
応
さ
せ
た
。

一
一
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『
古
事
談
』
巻
六　
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
一
）

一
二

一
八
話
【
箏
】

博
雅
三
位
【
延
喜
第
一
皇
子
、
兵
部
卿
克
明
親
王
息
、
母
時
平
公
女
】
の
箏
譜
の
奥
書
に
云
は
く
、「
万
秋
楽

を
案
ず
る
に
、序
よ
り
始
め
て
六
の
帖
に
畢
る
ま
で
落
涙
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
予
誓
は
く
、世
々
生
々
、在
々
所
々
、

箏
を
以
て
万
秋
楽
を
弾
く
身
と
生
ま
れ
む
こ
と
を
。
凡
そ
調
子
の
中
に
は
盤
渉
調
殊
に
優
れ
り
。
楽
の
中
に
は
万

秋
楽
殊
勝
な
り
」
と
云
々
。
博
雅
は
此
の
調
子
幷
び
に
此
の
楽
を
愛
す
る
に
依
り
て
、
都
卒
の
外
院
に
生
ま
れ
た

る
由
、
経
信
卿
の
伝
へ
に
見
ゆ
、
と
云
々

一
九
話

高
野
御
室
【
覚
法
か
、
白
川
院
御
子
、
又
た
獅
子
王
宮
と
号
す
】
御
寵
童
共
の
師
匠
の
料
に
、
孝
博
を
鳴
滝
に
家
つ

く
り
て
居す

ゑ
給
ひ
て
、種
々
御
い
と
ほ
し
み
あ
り
て
、常
在
、参
川【
後
に
法
眼
に
補
す
。三
川
聖
人
。高
野
山
に
住
す
】に
、

箏
・
琵
琶
を
な
ら
は
せ
さ
せ
給
ひ
け
り
。
常
在
に
は
琵
琶
、
参
川
に
は
箏
、
各

お
の
お
の

器
量
も
相
ひ
叶
ひ
て
、
秘
曲
ど
も
授

け
け
り
。
参
川
に
千
金
調
子
授
け
て
け
り
と
、
富
家
入
道
殿
聞
し
食
し
て
、
孝
博
を
召
し
て
、「
実

ま
こ
とに

や
、
千
金
調
子
、

御
室
な
る
児ち

ご

に
を
し
へ
た
む
な
る
」
と
問
は
し
め
給
ふ
に
、孝
博
申
し
て
云
は
く
、「
召
し
て
聞
し
食
す
べ
し
」
と
云
々
。

之
れ
に
依
り
て
御
室
へ
「
箏
よ
く
弾
く
童
の
候
ふ
な
る
、
給
ひ
て
聞
き
候
は
ば
や
」
と
申
さ
し
め
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、

御
室
興
に
入
り
給
ひ
て
、
参
川
を
進
ぜ
ら
れ
け
り
。
御
前
に
召
し
て
、
楽
な
ど
あ
ま
た
引
か
れ
て
後
に
、
千
金
調
子
を

ひ
か
せ
ら
る
る
に
、「
正
躰
無
き
僻ひ

が

事ご
と

共
な
り
」
と
。
童
退
出
せ
る
後
、
又
た
孝
博
を
召
し
て
仰
せ
ら
れ
て
云
は
く
、「
千

金
調
子
僻
事
為た

る
由
、
申
さ
し
む
べ
き
な
り
」
と
云
々
。
孝
博
「
今
暫
く
助
け
し
め
御お

は

す
べ
し
。
忽
ち
に
ま
ど
ひ
候
ひ

な
む
ず
」
と
申
し
け
れ
ど
、「
僻
事
な
り
。
汝
も
我
れ
も
存
生
の
時
、謝
し
顕
は
し
め
ず
は
、後
代
の
狼
藉
為た

る
か
」
と
て
、

あ
り
の
ま
ま
に
御
室
に
申
さ
る
る
間
、
孝
博
不ふ

日じ
つ

に
追
却
に
預
か
り
畢お

は

ん
ぬ
、
と
云
々
。

第
三
末　

卅
一　

経

正
仁
和
寺
五
宮
参
ズ

ル
事
付
青
山
ト
云
琵

琶
ノ
由
来
事

Ｃ
万
秋
楽

第
三
末　

卅
一　

経

正
仁
和
寺
五
宮
参
ズ

ル
事
付
青
山
ト
云
琵

琶
ノ
由
来
事

Ａ
Ｅ

仁
和
寺
に
ま
つ
わ
る

琵
琶
（
芸
能
）
説
話
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二
○
話

箏
流

一
三

延
喜
聖
王

貞
信
公

村
上
帝

済
時
卿

山
城
守
為
瞬た

か

小
倉
供
奉
賢
円

嵯
峨
供
奉
院
禅

孝
博

季
通
朝
臣

安
芸

妙
音
院

善
興
寺

箏
少
将

大
宮
右
府

宗
俊
卿

富
家
入
道
殿

妙
音
院

五
節
命
婦

京
極
大
相
国

若
御
前
尼
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一
四

二
一
話

村
上
聖
主
、
明
月
の
夜
、
清
涼
殿
の
昼ひ

の
お
ま
し

御
座
に
お
い
て
、
玄
上
を
水
牛
の
角
の
撥ば

ち

に
て
引
き
澄
ま
し
て
、
只
だ

一
所
御お

は
し
ま座

し
け
る
に
、
影
の
如
く
な
る
者
、
空
よ
り
飛
び
参
り
て
、
孫
庇
に
居
り
け
れ
ば
、「
彼
れ
は
何
物
ぞ
」

と
問
は
し
め
給
ふ
処
、
申
し
て
云
は
く
、「
大
唐
の
琵
琶
博
士
廉
承
武
に
候
ふ
。
只
今
此
の
虚そ

ら

を
罷
り
通
る
事
候

ひ
つ
る
が
、
御
琵
琶
の
撥
お
と
の
い
み
じ
さ
に
参
入
す
る
所
な
り
。
恐
ら
く
は
昔
、
貞
敏
に
授
け
胎の

こ

す
曲
の
侍
る

を
授
け
奉
ら
む
と
欲お

も

ふ
」
と
云
々
。

貞
敏
を
ば
、
妙
音
院
入
道
は
常
に
「
吾
が
祖
師
、
守
宮
令
」
と
仰
せ
ら
れ
け
り
。
玄
上
の
事
を
江
中
納
言
に
人

の
問
ひ
け
れ
ば
、「
慥
か
な
る
説
を
知
ら
ず
。
延
喜
の
此
玄は

る
か
み上

宰
相
と
云
ひ
け
る
琵
琶
引
き
の
琵
琶
や
ら
む
」
と

ぞ
答
へ
ら
れ
け
る
。

二
二
話

貞
敏
渡
唐
し
て
、
廉
承
武
の
婿
と
成
り
、
一
年
の
間
、
琵
琶
の
曲
を
究き

わ

め
習
ふ
、
と
云
々
。
帰
朝
の
時
、
紫
檀

の
琵
琶
二
面
を
得
た
り
、
と
云
々
。
又
金
を
以
て
廉
承
武
に
与
ふ
、
と
云
々
。
玄
上
は
件

く
だ
ん

の
琵
琶
の
其
の
一
な
り
、

と
云
々
。

二
三
話

玄
上
撥
面
の
絵
の
事
、師
時
卿
記
に
云
は
く
、「
打だ

毬き
ゆ
うの

唐
人
二
騎
な
る
か
。
是
れ
左
府
の
仰
せ
な
り
」
と
云
々
。

師
時
卿
記
に
云
は
く
、「
保
安
元
八
二
十
、
左
大
臣
殿
云
は
く
、
故
二
条
殿
教
通

語
も
の
が
た
りの

次
つ
い
で

に
云
は
く
、
玄
上
の

絵
様
は
、
馬
上
に
お
い
て
打
毬
す
る
者
、
毬ぎ

つ

杖ち
や
うを

腰
に
指
し
て
舞
ふ
形
な
り
。
良
道
の
撥
面
は
件

く
だ
ん

の
躰
を
撰
ん
で

第
三
末　

卅
一

経
正
仁
和
寺
五
宮
参

ズ
ル
事
付
青
山
ト
云

琵
琶
ノ
由
来
事

Ｂ
Ｃ

第
二
本　

廿
八

師
長
尾
張
国
へ
被
流

給
事
付
師
長
熱
田
ニ

参
給
事

第
三
末　

卅
一

経
正
仁
和
寺
五
宮
参

ズ
ル
事
付
青
山
ト
云

琵
琶
ノ
由
来
事　

Ｂ

第
三
末　

卅
一

経
正
仁
和
寺
五
宮
参

ズ
ル
事
付
青
山
ト
云

琵
琶
ノ
由
来
事
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『
古
事
談
』
巻
六
・
一
八
話
で
は
、
博
雅
三
位
が
箏
譜
の
奥
書
に
万
秋
楽
の
序
か
ら
六
帖
を
愛
し
て
い
た
旨
を
残
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て

い
る
。「
延
慶
本
」
に
お
い
て
も
、
青
山
の
琵
琶
説
話
の
な
か
で
、
村
上
天
皇
が
演
奏
し
た
楽
が
万
秋
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

次
に
一
八
話
に
は
、仁
和
寺
高
野
御
室
が
寵
愛
す
る
童
の
、音
楽
の
師
匠
と
し
て
、藤
原
孝
博
（
琵
琶
西
流
）
を
採
用
し
、二
人
の
童
に
、

箏
と
琵
琶
の
秘
曲
を
伝
授
し
た
説
話
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
説
話
の
舞
台
が
仁
和
寺
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
仁
和
寺
に
お

け
る
琵
琶
説
話
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、「
延
慶
本
」
の
当
該
説
話
構
想
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
二
十
話
で
は
、

箏
の
血
脈
が
示
さ
れ
、
村
上
帝
の
名
が
見
ら
れ
る
。

二
一
話
は
、
か
ね
て
か
ら
「
延
慶
本
」
青
山
説
話
と
の
関
連
が
深
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
説
話
で
あ
る
。
ま
た
、
下
段
に
も
指
摘
し
た

が
、
本
説
話
は
「
延
慶
本
」
第
二
本
・
師
長
尾
張
国
被
流
給
事
付
師
長
熱
田
ニ
参
給
事
に
お
い
て
も
、
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

二
二
話
は
、
藤
原
貞
敏
と
廉
承
武
の
説
話
が
載
る
。
二
三
話
は
、
琵
琶
玄
上
の
撥
面
の
絵
の
由
来
を
記
し
て
お
り
、
琵
琶
青
山
の
由
来

構
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
二
四
話
は
、
妙
音
院
師
長
が
、
土
佐
国
か
ら
帰
洛
す
る
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ

て
い
る
。

一
五

之
れ
を
図
す
。
良
通
本
の
如
く
な
り
は
是
れ
紫
藤
の
琵
琶
な
り
。
世
に
留
ま
る
は
即

す
な
は

ち
彼
れ
に
し
て
。
見
在
す
れ
ば
定
め

て
其
の
躰
顕
然
た
る
か
。

二
四
話

妙
音
院
入
道
、
配
所
土
左
国
よ
り
帰
洛
す
る
時
、
資
賢
卿
、
彼
の
亭
に
参
向
し
、
面
謁
の
次

つ
い
で

に
、「
何
な
る
事

共
か
候
ひ
け
む
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
返
事
は
な
く
て
、「
幹
康
独
往
之
栖
」
と
云
ふ
句
を
詠
み
出
て
給
ひ
た
り

け
れ
ば
、
按あ

ぜ
ち察

落
涙
し
て
退
出
す
、
と
云
々
。

Ｂ
青
山
由
来
の
ヒ
ン

ト
と
な
っ
た
か
。

第
二
本　

廿
八

師
長
尾
張
国
へ
被
流

給
事
付
師
長
熱
田
ニ

参
給
事
と
関
連
が
あ

る
か
。
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こ
の
よ
う
に
、『
古
事
談
』
二
一
話
前
後
を
よ
く
見
て
い
く
と
、
芸
能
に
ま
つ
わ
る
話
が
配
列
さ
れ
、
し
か
も
、
万
秋
楽
説
話
や
仁
和

寺
説
話
な
ど
、「
延
慶
本
」
の
当
該
説
話
生
成
の
ヒ
ン
ト
が
、
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、『
古
事
談
』
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
十
訓
抄
』
で
は
、
巻
十
ノ
一
九
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。『
十
訓
抄
』
巻

十
は
、「
才
芸
を
庶
幾
す
べ
き
事
」
と
標
題
が
付
さ
れ
、「
能
」
に
焦
点
を
絞
り
説
話
を
配
列
し
、
和
歌
、
朗
詠
、
管
絃
な
ど
様
々
な
分
野

の
才
芸
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る（

（1
（

。

一
九
話
前
後
の
説
話
を
あ
げ
る
と
、

一
七
話　

藤
原
成
通
の
今
様
朗
唱

一
八
話　

五
節
の
舞
姫
の
起
源

一
九
話　

廉
承
武
の
霊　

源
高
明
の
琵
琶　

藤
原
定
頼
と
陽
勝
仙
人

二
○
話　

博
雅
三
位
と
朱
雀
門
の
鬼　

浄
蔵
の
笛
を
、
鬼
、
賛
嘆

二
一
話　

妙
音
院
師
長
、
熱
田
社
で
朗
詠

二
二
話　

中
将
守
通
、
天
王
寺
で
雅
楽

と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
博
雅
三
位
や
妙
音
院
師
長
な
ど
、
芸
能
の
名
手
の
説
話
を
載
せ
る
が
、「
延
慶
本
」
の
、
青
山
の
琵
琶
説
話
の
構

想
に
か
か
わ
る
よ
う
な
説
話
は
、
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、『
文
机
談
』
の
類
話
は
、
源
高
明
説
話
の
一
話
と
し
て
『
文
机
談
』
で
は
配
列
さ
れ
て
い
る
。

『
文
机
談
』
の
配
列
を
以
下
に
掲
げ
る（

（1
（

。（　

）
内
は
、
私
に
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

西
宮
伺
聞
脩
曲
絃
事　
（
源
脩
の
弟
子
と
し
て
、
源
高
明
が
登
場
）

三
秘
体
法
事　
　
　
　
（
高
明
の
時
代
に
、
琵
琶
の
秘
曲
が
一
曲
加
わ
っ
た
）

霊
推
参
事　
　
　
　
　
（
当
該
説
話　

廉
承
武
霊
が
高
明
に
姿
を
現
し
た
）

霊
授
曲
事　
　
　
　
　
（
当
該
説
話　

廉
承
武
霊
が
琵
琶
を
か
き
な
ら
す
）

一
六
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霊
帰
仙
事　
　
　
　
　
（
当
該
説
話　

廉
承
武
霊
が
上
原
石
上
の
曲
を
授
け
た
）

信
明
賜
曲
事　
　
　
　
（
博
雅
が
、
弟
子
信
明
に
、
新
し
い
秘
曲
を
伝
授
さ
せ
た
）

古
事
談
事　
　
　
　
　
（
古
事
談
の
伝
承
は
、
高
明
で
は
な
く
村
上
天
皇
に
な
っ
て
い
る
が
、
村
上
天
皇
は
、
箏
の
演
奏
者
と
し
て

有
名
だ
が
、
琵
琶
に
つ
い
て
は
不
審
で
あ
る
）

こ
の
よ
う
に
、『
文
机
談
』
説
話
前
後
に
も
、「
延
慶
本
」
当
該
説
話
構
想
の
、
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
箇
所
は
、
見
つ
け
ら
れ
な
い
。「
延
慶
本
」

の
『
宝
物
集
』
引
用
方
法
を
見
て
も
、
直
接
文
言
を
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
構
想
の
ヒ
ン
ト
に
す
る
こ
と
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
、
当
該
説
話
は
、『
古
事
談
』
を
参
照
に
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

（
七
）「
延
慶
本
」
と
『
古
事
談
』
の
影
響
関
係　

で
は
、
こ
の
他
の
場
面
で
、「
延
慶
本
」
と
『
古
事
談
』
が
近
い
関
係
に
あ
る
と
推
察
で
き
る
場
面
を
、
い
く
つ
か
あ
げ
て
い
き
た
い
。

『
古
事
談
』
巻
三
、十
二
話
の
般
若
寺
の
観
賢
説
話
、
巻
四
、十
六
話
の
伊
予
入
道
頼
義
往
生
説
話
、
巻
五
、三
十
三
話
の
清
盛
大
塔
建
立
説

話
、
巻
五
、五
十
四
話
、
西
行
崇
徳
院
鎮
魂
説
話
な
ど
は
、「
延
慶
本
」
に
も
類
似
説
話
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
掲
げ

た
説
話
は
、『
古
事
談
』
と
「
延
慶
本
」
以
外
に
も
、
多
く
の
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、『
古
事
談
』
か
ら
の
引

用
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
。

ま
た
、
現
在
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、『
古
事
談
』
と
『
平
家
物
語
』
の
み
に
見
ら
れ
る
説
話
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。
こ
れ
ら
の

比
較
に
つ
い
て
は
、
落
合
博
志
氏
の
論
を
参
照
し
た（

（1
（

。

一
七
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『
古
事
談
』
巻
五
、三
十
話（

（1
（

天
台
宝
幢
院【
惣
持
院
か
】は
塔
婆
の
御
舎
利
を
安
置
せ
ら
る
。
貞
元
の
比
、雷
公
の
為
め
に
之
を
取
ら
る
。
爰
こ
に
成
安
阿
闍
梨
、「
争

で
か
さ
る
事
あ
ら
む
」
と
て
加
持
し
て
、
慥
か
に
返
し
置
く
べ
き
由
責
め
伏
す
る
間
、
黒
雲
出
で
来
た
り
て
、
件
の
舎
利
の
筥
返
し

置
き
畢
ん
ぬ
。
但
し
、
瑪
瑙
の
と
び
ら
二
枚
返
し
置
か
ず
、
と
云
々
。
而
る
に
元
暦
の
大
地
震
の
時
、
件
の
瑪
瑙
の
扉
出
来
ず
。
奇

し
み
見
る
処
、
御
舎
利
失
せ
畢
ん
ぬ
、
と
云
々
。

「
延
慶
本
」
第
六
末
・
二　

天
台
山
七
宝
ノ
塔
婆
事（

（1
（

抑
今
度
ノ
大
地
振
之
間
ニ
天
台
山
ニ
不
思
議
ノ
事
ア
リ
。
惣
持
院
ノ
七
宝
ノ
塔
婆
ニ
仏
舎
利
ヲ
奉
安
置
一
ケ
ル
ヲ
、
円
融
院
御
宇
貞

元
二
年
ニ
雷
落
テ
、
此
御
舎
利
ヲ
奉
取
テ
、
分
雲
ヲ

一
ア
ガ
リ
ケ
ル
ヲ
、
修
験
ノ
聞
ヘ
世
ニ
有
ケ
レ
バ
、
浄
安
律
師
ト
申
シ
人
、
是

ヲ
御
覧
ジ
テ
、「
彼
御
舎
利
ヲ
奉
取
留
メ

一
」
ト
テ
、
十
二
神
将
ノ
呪
ヲ
満
ラ
ル
。
丑
時
ノ
番
ノ
神
、
照
頭
羅
大
将
走
出
テ
、
雷
電
神

ヲ
取
テ
伏
テ
、仏
舎
利
ヲ
奪
返
奉
リ
ヌ
。
雷
猶
腹
ヲ
立
テ
、塔
婆
ニ
立
ラ
レ
タ
ル
瑪
瑙
ノ
扉
ヲ
取
テ
上
リ
ケ
ル
ヲ
、衆
徒
一
同
ニ
、「
同

ハ
ア
ノ
扉
ヲ
モ
取
留
給
ヘ
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
末
代
ノ
世
ト
ナ
リ
テ
、
此
龍
必
ズ
来
テ
、
彼
扉
ニ
此
舎
利
ヲ
奉
取
替
一
ズ
ル
ナ
リ
。
夫

我
世
ノ
事
ニ
非
ト
テ
、
遂
ニ
扉
ヲ
バ
不
止
給
一
。
其
後
二
百
余
歳
ヲ
隔
テ
、
今
度
ノ
大
地
振
之
間
ニ
此
龍
落
テ
、
過
ニ
シ
貞
元
之
比
、

取
テ
昇
リ
ニ
シ
瑪
瑙
ノ
扉
ノ
以
テ
来
テ
、
七
宝
之
塔
婆
ニ
立
テ
、
舎
利
ヲ
バ
取
テ
昇
リ
ヌ
。（
以
下
省
略
）

こ
の
説
話
を
『
古
事
談
』
を
中
心
に
整
理
す
る
と
、

　

・
比
叡
山
惣
持
院
に
仏
舎
利
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　

・
貞
元
の
頃
（
九
七
六
年
～
九
七
八
年
）、
落
雷
が
あ
り
、
雷
に
よ
っ
て
舎
利
が
奪
わ
れ
た
。

　

・
成
安
（
浄
安
）
が
祈
祷
し
、
仏
舎
利
は
戻
っ
て
き
た
が
、
瑪
瑙
の
扉
は
奪
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

・
元
暦
の
大
地
震
で
、
瑪
瑙
の
扉
が
戻
っ
て
き
た
が
、
仏
舎
利
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
落
合
氏
は
、「
延
慶
本
」
の
説
話
は
『
古
事
談
』
説
話
よ
り
詳
し
く
、
そ
の
う
え
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
が
、
基
本

一
八
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的
に
は
同
一
の
説
話
と
見
な
し
て
よ
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

本
章
で
は
、『
古
事
談
』
巻
六
、二
十
一
話
前
後
の
話
群
が
、「
延
慶
本
」
に
引
用
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
。
こ
の
説
話

の
他
に
も
、「
延
慶
本
」
と
『
古
事
談
』
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
八
）　

む
す
び

経
正
一
族
は
、
経
正
以
外
が
楽
器
の
名
手
だ
っ
た
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
平
家
物
語
』
で
は
芸
能
に
秀
で
た
一
族
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
滅
び
行
く
平
家
の
公
達
た
ち
へ
の
、
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
延
慶
本
」
の
青
山
の
琵
琶
説
話
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
『
古
事
談
』
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
つ
つ
も
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
さ

れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、「
延
慶
本
」
の
引
用
方
法
を
、『
宝
物
集
』
卒
塔
婆
流
譚
を
中
心
に
、
確
認
し
た
。『
宝
物
集
』
で
は
、
た
ま
た

ま
隣
り
合
わ
せ
に
配
列
さ
れ
た
康
頼
の
和
歌
と
蘇
武
譚
が
、「
延
慶
本
」
の
構
想
の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
く
、「
延
慶
本
」
は
直

接
引
用
だ
け
で
な
く
、
そ
の
構
想
を
引
用
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。「
延
慶
本
」
の
引
用
方
法
の
一
端
が
見
え
る
場
面
と

い
え
る
。

ま
た
、『
古
事
談
』
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
巻
六
・
二
一
話
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
説
話
を
見
て
い
く
と
、

「
延
慶
本
」
青
山
説
話
の
ヒ
ン
ト
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
延
慶
本
」
が
『
古
事
談
』

を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
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（1）
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新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
四
七　

小
学
館　

一
九
九
九
年　

五
四
～
五
五
頁　

―
線
や
（　
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内
の
注
記
は
筆
者
が
付
し
た
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で
あ
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。

（2）
『
群
書
類
従
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一
九
輯　

続
群
書
類
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完
成
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一
九
三
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年　

二
三
七
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（3）
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延
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本
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家
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文
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誠
出
版　

一
九
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年
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九
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（5）
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『
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本
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家
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語
論
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』
第
二
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関
連　
「
二
、
廉
承
武
と
後
村
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帝
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古
事
談
・
十
訓
抄
と
の
関
連
―
―
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加
藤
中
道
館　

一
九
七
九
年　

二
六
〇
頁

（6）
磯
水
絵
氏　
『
院
政
期
音
楽
説
話
の
研
究
』　

第
四
章
「『
平
家
物
語
』
か
ら
―
―
「
青
山
」
と
「
獅
子
丸
」〔
名
器
考
〕
―
―
」　

和

泉
書
院　

二
〇
〇
三
年

（7）
山
田
昭
全
氏　
『
平
家
物
語
と
仏
教
』（『
山
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昭
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著
作
集
』
八
巻
）　

第
二
編
『
平
家
物
語
と
宝
物
集
』　

第
二
章
『
宝
物
集
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と

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
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―
引
用
に
三
態
あ
り
―
―　

お
う
ふ
う　

二
〇
一
五
年　

一
六
七
頁

（8）
小
泉
弘
氏
は
『
古
鈔
本
宝
物
集
の
研
究
』
に
お
い
て
、
七
巻
本
『
宝
物
集
』
に
は
『
千
載
集
』
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で
の
勅
撰
集
が
収
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
七
巻
本
『
宝
物
集
』
成
立
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。

（9）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
〇　

岩
波
書
店　

一
九
九
三
年　

一
一
六
～
一
一
七
頁

（10）
山
田
昭
全
氏
『
平
家
物
語
と
仏
教
』（『
山
田
昭
全
著
作
集
』
八
巻
）　

第
二
編
『
平
家
物
語
と
宝
物
集
』　

第
一
章
『
平
家
物
語
』「
卒

塔
婆
流
」
の
成
立
―
―
延
慶
本
作
者
が
『
宝
物
集
』
に
依
っ
て
創
作
し
た
―
―　

お
う
ふ
う　

二
〇
一
五
年 

一
二
三
頁

（11）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
一　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
五
年　

五
三
一
～
五
四
〇
頁

（12）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
五
一　

小
学
館　

一
九
九
七
年　

四
〇
五
～
四
一
二
頁

（13）
岩
佐
美
代
子
氏
『
文
机
談
全
注
釈
』　

笠
間
書
院　

二
〇
〇
七
年　

五
三
～
六
三
頁
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二
一

（14）
落
合
博
志
氏　
「『
古
事
談
』
私
注
数
則
」　
『『
古
事
談
』
を
読
み
解
く
』　

浅
見
和
彦
編　

第
二
編　

古
事
談
の
説
話
世
界　

笠
間
書

院　

二
〇
〇
八
年

（15）
前
掲

（11）
四
七
六
頁　

（16）
前
掲

（3）
四
五
九
頁　
　

（17）
前
掲

（14）
に
同
じ
。　




